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この地に人が住みつく

太田新六郎（白金長者）が館を
構えたといわれる

松平讃岐守頼重（高松藩主）の
下屋敷となる

軍の火薬庫となる

「天然記念物及び史跡」に指定され、
国立自然教育園として、一般公開される

首都高 2 号線が自然教育園を
迂回するように計画変更となる

国立科学博物館附属自然教育園となる

地域住民の反対運動により
近隣のホテル建設が中止になる

外来魚から在来魚を守るため
園内の３つの池を浚渫する

台風により
樹齢 300年の「おろちの松」が倒伏

宮内省の白金御料地となる

年代 主なできごと

保存活用計画を策定




